
 

平成３０年８月１４日 

世界かんがい施設遺産に登録されました  

白川流域かんがい用水群はカナダで開催された国際かんがい排水委員会（ＩＣＩＤ）

国際執行理事会で世界かんがい施設遺産に登録されました。世界かんがい施設遺産の登

録施設は、県内では通潤用水、幸野溝・百太郎溝水路群に次いで３件目です。 

１ 施設名称  

   白川流域かんがい用水群(上井手用水、下井手用水、馬場楠井手用水、渡鹿用水) 

   （頭首工及び水路） 

 

２ 申請者 

黒川・白川河川流域水土里ネット連携協議会 

会長 甲斐 純一郎 （水土里ネット一の宮：理事長） 

 

３ 施設の特徴 

   今回登録された４施設は、江戸初期の 1606年から 1637年にかけて供用開始され、

当時としては卓越した技術で建設された堰や用水路であり、熊本の水田を潤し農業

の発展に貢献した歴史的価値のある農業用水利施設です。 

 

４ 今後の予定 

   「ＰＡＷＥＥＳ－ＩＮＷＥＰＦ 国際会議 奈良２０１８」において平成３０年

１１月２０日から１１月２２日までに開催される中で伝達式が行われる予定。 

   ※PAWEES：国際水田・水環境工学会、※INWEPF：国際水田・水環境ネットワーク 

 

５ 個別の問合せ先 

施設名 問合せ先 電話 担当者 

上井手用水・下井手用水 おおきく土地改良区 096-293-6851 総務係長 宮本 

馬場楠井手用水 馬場楠堰土地改良区 096-374-8188 理事長  西村 

渡鹿用水 渡鹿堰土地改良区 096-328-2879 事務局長 中村 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

 農水局農政部農地整備課 

電話：０９６－３２８－２９５３ 

課長：平見（ひらみ） 

副課長：坂﨑（さかざき） 

担当：主任技師 永田（ながた） 
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